
令和４年４月の東村山

令和４年４月、進学応援型エンカレッジスクール

として１３年目を迎えました。
気持ちを新たに、今年度が素晴らしい一年となる

よう、皆で力を合わせて頑張りましょう。

教育目標：愛と創造
スローガン：他者（ひと）のために

一歩先の自分へ



４月１日（金）
どうぞよろしくお願いいたします

この４月に、本校校長として着任いたしました
富川 麗子（とみかわ れいこ）です。
どうぞよろしくお願いいたします。
本校は、進学応援型エンカレッジスクールです。
「他者（ひと）のために、一歩先の自分へ」のス
ローガンの実現を目指し、一緒に頑張っていきま
しょう。



４月６日（水）
着任式・始業式

今年度は、私を含め９名が、新しく東村山高校のスタッ
フとして加わります。９名は、年齢も経験も様々ですが、
それぞれの良さを生かし、昨年度からいらっしゃる先生方
と力を合わせて、生徒の皆さんが、ここで学んで良かった
といえるよう、全力を尽くします。
これから、授業や部活動、学校行事で、生徒の皆さんと

繰り広げられる、新しい出会いに、期待しています。どう
ぞよろしくお願いいたします。

本日は始業式。新しい学年、新しい学期のスタートです。
さあ、令和4年度も感染予防に努めながら、懸命に努力

をしていきましょう。令和４年度が皆さんにとって充実し
たものとなることを願っています。



４月７日（木）
１９６名の新入生を迎えました

新入生の皆さん、保護者の皆様、東京都
立東村山高等学校への入学、おめでとうご
ざいます。
高校での学びは、新たな生活の出発点で

あることを忘れることなく、これからの３
年間、本校で学びたいと思っている今の思
いを大切にしてほしいと思います。
将来に対し、無限の可能性を秘めた生徒

の皆さんのこれからの成長が、本当に楽し
みです。



４月８日（金）
新入生歓迎会

新入生歓迎会が行われました。
緊張している一年生。今日この日の新入生歓迎会

に向けて、準備を進めてくれた上級生。どちらも、
いい緊張感があり、清々しい感じがしました。
委員会と部活動を紹介したパンフレットが配布さ

れ、部活動・同好会については、実演しながら紹介
がされました。新入生は、どの部活動に入部しよう
かと、迷っていることと思います。



４月１１日（月）
交通安全指導

朝の登校時間帯に、東村山警察署 交通課
の方が来校され、生徒会の皆さんと一緒に安
全指導を行ってくださいました。
イヤホンを付けての自転車走行は、危険で

す。また、新入生は通学路にも慣れていませ
んので、登校には時間の余裕をもって臨みま
しょう。



４月１３日（水）
２年生・３年生がクラス写真撮影

クラス写真撮影の本日、天気に恵まれました。
外での撮影でしたが、かなり暑かったです。
生徒の皆さんの服装も整っていたためスムーズ

に集合写真の撮影を進めることが出来ました。
また、今週は、体験入部も実施しています。



４月１４日（木）
授業の様子も落ち着いています

授業の様子を廊下から見ています。どのクラス
も落ち着いて取り組んでいる様子を見て安心しま
した。
高校生活の中で最も多くの時間を費やすのは、

毎日の授業です。一時間一時間を大切に、多くの
ことを学び、吸収していってほしいと思います。



４月１５日（金）
どうぞよろしくお願いいたします

本校が、進学応援型エンカレッジスクールとして
スタートして１３年目となります。校舎が、令和２
年度に新しくなり、大変恵まれた環境の中で授業等
に取り組むことができるのは、ありがたいことです。

生徒の皆さん、今年は、グラウンドも工事が終わ
る予定です。素晴らしい「学び舎」の完成という記
念すべき瞬間に、皆さんは、立ち会うことが出来る
のです。「他者（ひと）のために一歩先の自分へ」
のスローガンの実現を目指し、一緒に頑張っていき
ましょう。
本校に着任してまだ半月ですが、生徒の皆さんの

活躍の様子に感動する毎日です。そのような日々の
思いを、「東村山折々」として、校長室から発信し
ていきたいと思います。



４月１８日（月）
新年度のスタート

４月６日始業式、７日入学式、８日新
入生歓迎会、そして先週は体験入部、一
斉委員会、一斉部会など行われました。
さて、「新入生歓迎会」では、生徒会

が中心となって運営されていました。ど
んな部活があるのだろうと、私自身楽し
みにしていましたが、どの部活も一生懸
命で、発表している上級生の部活への情
熱、それを真剣に観て、聴いている新入
生の姿が立派で、心が温まりました。
皆さんの高校生活が充実したものとな

るよう期待しています。



４月１９日（火）
グラウンド整備工事が本格的に始まりました

先週行われた、グラウンド整備工事の定例会議
に、私も出席しましたが、いよいよ整備工事が本
格的に始まりました。昨日から仮囲いの位置が変
更され、正門から昇降口に向かう通路も少し狭く
なりました。朝の登校時、正門から昇降口に向か
う時の景色が、先週までとは違いますね。
この工事には、多くの方が携わってくださって

います。この整備工事が終われば、広々としたグ
ラウンドが完成します。完成まで、もう少し期間
がかかりますが、楽しみに待ちましょう。



４月２０日（水）
朝の挨拶

今朝、校門で生徒会の皆さんが、挨拶運動をして
いました。
「おはようございます！」と、笑顔とともに、元気
な声が響き渡り、朝から本当に気持ちがいいもので
す。朝のわずかな時間ですが、私も校門で、生徒の
皆さんが登校してくる様子を毎日見ています。遠く
から会釈をしながら挨拶してくれる人、元気よく
「おはようございます！」と挨拶してくれる人、目
を合わせて挨拶してくれる人が多く、朝から温かい
気分になって、その日一日を頑張ることができます。
笑顔で挨拶の声が響く東村山高校。皆で、そんな

学校にしていきましょう。



４月２１日（木）
定期健康診断（一斉健診）

本日は、定期健康診断（一斉健診）です。
保健委員の皆さんが、昨日から会場準備や当
日の各会場前での受付、誘導、終了後の片付
を行ってくれました。一年生も担当の先生の
指導を受けながら、受付をおこないました。
高校生は、心身ともに成長する時期です。

心身ともに健康な集団生活ができるよう、自
分自身の発育や健康に関心をもち、自ら健康
を維持し、増進していく機会としていきま
しょう。



４月２２日（金）
体験学習オリエンテーション

本日、１年生が取り組む「体験学習」のオリ
エンテーションが行われました。特別専門講師
の方による８講座と本校の教員による７講座、
計１５講座があります。３期に分けて行われま
すので、３講座体験することが出来ます。日本
の伝統文化についても深く学ぶことが出来る魅
力ある授業です。
本日は、講師の先生からも講座についての説

明がありました。先生方も、皆さんが興味を
もって取り組むことを楽しみにしてくださって
います。受講後には、校内で発表会や作品展示
が行われますので、今から楽しみです。



４月２３日（土）
授業公開・進路講演会・保護者会を行いました

本日は、午前中に本校の保護者の皆様を対象に授業公開、
午後には、２・３年生の保護者を対象とした進路講演会、
そして2学年保護者会、３学年保護者会を行いました。土
曜日のお忙しい中、多くの保護者の皆様に参加いただき感
謝申し上げます。
授業公開に参加された保護者の皆様からは、明るい環境

の中で、真面目に授業に取り組んでいる生徒の姿を見て安
心したとの声を寄せていただいております。また、進路講
演会では、「進学にかかる費用」などについての講演を、
そして、学年保護者会では、学年主任を中心に、教務、生
活指導、進路指導などについて説明いたしました。
今後も、感染状況等を踏まえながら、保護者の皆様に学

校に来ていただける機会を設けていきたいと考えておりま
す。



４月２６日（火）
朝学習・朝読書

本校では、朝８：３０～８：４０の１０
分間、朝学習・朝読書を行っています。各
学年で、曜日ごとに教科や読書の日を計画
し、取り組んでいます。廊下から様子を伺
うと、静かに学習や読書に取り組む姿に
清々しさを感じます。毎日の積み重ねこそ
が大切です。この時間を大切に。そして、
いい一日となるよう大切な時間となること
を期待しています



４月２７日（水）
避難訓練（火災）・生徒総会

避難訓練（火災）と生徒総会が行われました。
避難訓練では、火災を想定した訓練が行われ、

梅津副校長先生の講評では、基本的な避難行動
としての「オ：押さない カ：駆けない シ：
しゃべらない モ：戻らない」ことに加え、
①避難訓練において、なぜ時間を計るのか
②自助・共助・公助 の2点についてお話があり
ました。
また、生徒総会は、生徒会執行部の皆さん、議

長団及び書記の皆さんを中心に進められました。
決算報告・予算案、各委員会の活動計画及び抱負
について各委員長等から報告されましたが、その
内容、態度が立派でした。更に、全生徒の参加す
る姿勢が素晴らしく、感動しました。一つ一つの
学校での取組を大切にして大きく成長してほしい
と思いました。



４月２８日（木）
校外学習

本日、２年生、3年生は校外学習を行
いました。
2年生は、修学旅行に向けての事前学
習も踏まえて「東京駅」に集合し、その
後、TOKYO GLOBAL GATEWAY（東
京英語村）で二つのプログラムを体験し
ました。
３年生は、横浜方面での体験となりま
した。新しいクラスでの人間関係を深め
る機会となったことと思います。


